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第 1 章

HD 革命 /WinProtector の
使用開始にあたって 

ここでは、HD 革命 /WinProtector をお使いいただける動
作環境、インストール方法、注意事項や制限事項などにつ
いて説明しています。
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オペレーティング
システム
（いずれも日本語版）

Windows 11（バージョン 21H2）64bit 版
Windows 10（バージョン 21H2）64bit 版
Windows 10（バージョン 21H2）32bit 版
Windows 8.1 Update 64bit 版
Windows 8.1 Update 32bit 版
※Arm 版 Windows 11/10 には対応していません。
※Windows RT/RT 8.1 には対応していません。
※アドミニストレーター権限（管理者権限）が必要です。
※2022 年 3 月 1 日現在の対応 OS となります。Windows の大型アップデートについての最新情報は、Web

サイトでご確認ください。
※マイクロソフトがサポートを終了したオペレーティングシステムは、弊社製品のサポートも終了となる場合

があります。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼働するコンピューター （PC/AT互換機のみ）
※ Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー

Windows 11  64bit 版：4GB 以上
Windows 10  64bit 版：4GB 以上
Windows 10  32bit 版：2GB 以上
Windows 8.1 Update 64bit 版：4GB 以上
Windows 8.1 Update 32bit 版：2GB 以上
※ 64bit 版では 8GB 以上のメモリーを推奨します。
※メモリー上に「一時ファイル」を設定する場合、保護を行うためのメモリーとは別に、インデックス用とし

てドライブサイズに対して約 1,000 分の 1 のメモリー容量が必要です。

ドライブ Simple Edition、Standard：CDが読み込めるドライブ
NWCクラウド：DVDが読み込めるドライブ

ハードディスク／SSD 100MBの空き容量（本製品のインストール用として）

対応ファイルシステム
FAT32、NTFS（FAT16、exFAT には対応していません）
※ダイナミックディスクの環境では使用できません。
※仮想ディスク（.VHD）をマウントしたドライブには対応していません。

モニター 画面解像度が 1,280 × 1,024 のモニター

その他 インターネット接続環境
※アップデータのダウンロードなどで必要となります。

※お使いの環境によっては、HD 革命 /WinProtector を使用している間は、Windows の休止状態 / サスペンド、スタンバイ / スリープな
どの省電力機能が正しく動作しない場合があります。

ご利用いただけるシステム環境（システム要件）

コンピューターシステム環境

　HD革命 /WinProtector Ver.9（以下「HD革命 /WinProtector」）をご利用いただくためには、次のコ
ンピューターハードウェアおよびオペレーティングシステムが必要です。

　HD革命 /WinProtector の製品エディションには、コンピューター単独で動作する「Standard」、サーバー・クライアン
ト環境で使用する法人向けの「NWCクラウド」があります。そのほかに、「Simple Edition」が存在します。
・Standard：Windows の保護を行うための基本ソフトウェア「HD革命 /WinProtector」が搭載されているエディショ

ンとなります。
・NWC クラウド：「Standard」の機能に加え、高度なリモート制御や監視を行う機能が搭載された製品となります。
・Simple Edition：「HD革命 /WinProtector」において、コンピューターをROM化するために必要な機能のみ搭載した

エディションとなります。

HD 革命 /WinProtector の製品エディション
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HD革命 /WinProtector のインストール
　旧バージョンのHD革命 /WinProtector、または SSD革命 /SpeedAdvance をインストールされてい
る場合は、アンインストールしてからインストールを始めてください。

インストール開始 オプション設定の選択

項目の選択

再起動

シリアル番号の入力

1

4

5

3

2

　「インストール開始」をクリックします。

　インストールに関する設定を行います。「デスク
トップにショートカットを作成する」を選択すると、
インストール後、デスクトップに「Ark ランチャー」
のアイコンが作成されます。

　インストール後はコンピューターを再起動します。

　Windows のオプション設定を変更することがで
きます。この画面で動作を選択する機能は、HD革
命 /WinProtector を使用する上で影響が大きく、
できる限りオフにして使用することを推奨します
（機能については 3-2 ページ参照）。

　シリアル番号を入力します。

シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数
字で入力してください。ハイフン（－）も必
要です。
（例）ABCD ─E12─FGH345JK67
受け付けられないときは、全角文字や小文字
になっていないかどうかを確認してください。

クリック
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アンインストール
　アンインストールは、以下の手順で行います。

　Windows の「スタート」ボタン→「設定」→「ア
プリ」と選択します。Windows の「PC」画面で「コ
ンピューター」メニューを開き、「プログラムのア
ンインストールと変更」を選択しても同じ画面を表
示できます。
　「アプリケーションの追加と削除」をオフにして
インストールした場合は、もう一度インストールと
同じ手順を実行することで、アンインストールを行
うことができます。

　一覧から「HD革命 /WinProtector」を選択して、
「アンインストール」をクリックします。

　確認ダイアログが表示されますので、「アンイン
ストール」をクリックします。

　アンインストールを実行するかどうかのダイアロ
グが表示されますので、「はい」をクリックします。

　アンインストール後は、コンピューターを再起動
してください。

アプリの選択

革命シリーズ製品名の選択

アンインストールの確認

アンインストールの実行

コンピューターの再起動

1

2

3

4

5

Point
HD 革命 /WinProtector は、以下フォルダーに設定ファ
イルを保存しています。アンインストールを行っても、こ
のファイルは削除されません。完全に削除するには、アン
インストール後に以下のフォルダーを削除してください。
以下のフォルダーは隠しフォルダーとなっていますので、
Windows の「PC」画面で「表示」メニューを開き、「隠
しファイル」にチェックを入れてください。

C:\Program Files\ARK Information Systems Inc
\WinProtector

C:\ProgramData\ARK Information Systems Inc
\WinProtector

❶クリック

❸クリック

❷クリック
❺クリック

❹クリック
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◦保護中のドライブ操作について
　HD革命 /WinProtector でシステムを保護して
いる間は、「ディスクの管理」や、その他ツールで
ドライブの作成や削除などの操作を行わないでくだ
さい。

◦Windows の「記憶域」機能で作成したディスクに
ついて

　Windows の「記憶域」で作成したディスクに対
して保護を行うことは動作保証外となります。

◦暗号化ソフトウェアとの併用について
　HD革命 /WinProtector は、BitLocker 暗号化
に対応していますが、BitLocker 以外の暗号化ソ
フトウェアには対応していません。
　「設定ファイルが読み込めませんでした。」とメッ
セージが表示される場合は、BitLocker 以外の暗
号化ソフトウェアによる暗号化が行われている可能
性がありますので、暗号化を解除してから保護を開
始してください。
　BitLocker により暗号化されたディスクに対し
て保護を行う場合、「除外対象」で除外する項目名
を選択することはできません。

◦お使いの省電力機能について
　お使いの環境によっては、HD革命/WinProtector
でシステムを保護している間は、Windows の休止
状態／サスペンド、スタンバイ／スリープが正しく
動作しない場合があります。

◦保護中にコンピューターをリセットした場合の動
　作について
　ドライブを保護中にコンピューターをリセットし
た場合や、一時ファイルが限界値に達して再起動し
た場合は、設定によっては変更が破棄されてしまい
ます。重要なデータは定期的にバックアップを行う
か、別のドライブやメディアに保存してください。

　お使いの環境やインストールされているソフトウ
ェアによっては、正常に動作しないことがあります。
このような場合は、常駐ソフトウェアの停止や周辺
機器の取り外しを行うことで、動作するようになる
ことがあります。

◦ファイルシステムについて
　対応ファイルシステムはNTFSと FAT32 です。
ただし、仮想ディスクをマウントしたドライブには
対応していません。

◦ダイナミックディスクについて
　ダイナミックディスクの環境で保護を行うことは
できません。

◦ディスク デフラグについて
　HD革命 /WinProtector によってドライブの保
護を行っている間は、「ディスク デフラグ」または
それと同様の機能をもつソフトウェアによる最適化
は行わないでください。

◦ハードディスクの断片化について
　ドライブが断片化していると、保護を行うことで
きない場合があります。このようなときは、「ディ
スク デフラグ」などで最適化を行ってください。

◦OS の起動に関わるファイルが、保護されているド
　ライブ以外にある場合の注意事項
　マルチブートなどの環境で、OSの起動に関わる
ファイルが、保護されているドライブ以外にある場
合は、そのファイルは保護されていないためにファ
イルの破損・変更があるとOSの起動ができなく
なります。

HD革命 /WinProtector 使用時の注意事項・制限事項

安全にご利用いただくために

システムの操作に関連して

ハードディスク、ファイルシステム
などに関連して
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ストールするとこの機能が無効になります。しかし、
アプリケーションによっては Trim機能を有効にし
ようとするものもありますので競合が発生してしま
います。Trim 機能を有効するようなアプリケーシ
ョンとの共存は避けるようにしてください。

　「アップデート連携」でWSUSサーバーの設定を
行うと、Windows のグループポリシーにおける
WSUSサーバーの設定が変更されます。そのため、
HD 革 命 /WinProtector を 介 さ な い Windows 
Update を行う場合も、設定したWSUSサーバー
に接続しにいくようになります。また、WSUSサ
ーバーの設定をしたまま HD革命 /WinProtector
をアンインストールしてもグループポリシーの
WSUSサーバーの設定は残ったままとなります。

　「アップデート連携」でプロキシサーバーの設定を
行う場合、認証つきプロキシは指定できません。

 Windows のシステムファイルやプログラムフォ
ルダーが保護や除外の対象となる場合、誤った指定
をすると不整合が生じてWindowsが起動できなく
なります。十分検証の上、自己責任でお願いします。

　SSD 革命 /SpeedAdvance と同時使用はでき
ません。また、HD革命 /WinProtector で保護中
の環境を、Windows が起動した状態で他の革命シ
リーズでのバックアップやコピーを行うことはでき
ません。
　HD革命 /WinProtector でフォルダーを除外対
象とする場合、HD革命 /Copie でミラーリングし
ているフォルダーは指定できません。

◦「一時ファイル」とメモリーについて
　「保護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定
の場合、ドライブへの書き込みを保存するための「一
時ファイル」をメモリーにも作成できます。また、
それとは別に、どのセクターが使用されたかを記録
するための「インデックス」も同様にメモリーに作
成しています。
　ドライブのサイズが大きくなるほど必要なメモリ
ーも大きくなるため、メモリーサイズとドライブの
サイズの関係によっては保護を行うことができませ
ん。
　「メモリーが足りません」と表示される場合は、
ドライブのサイズを小さくするか、メモリーを増設
してください。

　「保護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定
の場合、ドライブの保護中に使用領域（保護を開始
した時点でファイル・フォルダーが存在する領域）
の変更が行われると、その変更は「一時ファイル」
に書き込まれます。
　新規に作成するファイル・フォルダーは、そのま
まドライブの「空き領域」に書き込み、どの領域が
使用されているかの情報のみ「一時ファイル」に書
き込まれるようになっています。
　対して、「保護ドライブの空き領域への書き込み
も保護する」オプションを選択すると、この「空き
領域」への書き込みもすべて「一時ファイル」に書
き込まれることになります。セキュリティは向上し
ますが、「一時ファイル」の使用量がオプションを
使用しない場合と比べて大きくなります。
　「一時ファイル」の増加量が大きい場合は、一度
このオプションをオフにして動作が改善されるか確
認してください。

　Windows には、SSD の最適化を行う Trim 機
能がありますが、HD革命 /WinProtector をイン

「保護ドライブの空き領域への書き込みも保護
する」オプションを使用する場合の注意事項

SSD（Solid State Drive）を保護する場合
の注意事項

「アップデート連携」で WSUS サーバーを
使用する場合の注意事項

「アップデート連携」でプロキシサーバーを
使用する場合の注意事項

革命シリーズとの共存について

保護と除外における注意事項
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HD 革命 /WinProtector
を使用する

ここでは、HD 革命 /WinProtector を使用して、ドライブ
の保護、保護の解除、オプションの設定などを行う方法に
ついて説明しています。
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HD革命 /WinProtector の基本機能
　HD革命 /WinProtector は、Windows 使用時にドライブへの書き込みや、ファイル、フォルダーの変更
が行われないようにすることで、ドライブの保護を行うソフトウェアです。
　以下の内容は、「保護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定の場合の基本的な機能を説明しています。

　HD革命 /WinProtector は、ドライブの空き領
域やコンピューターの物理メモリ上にデータを保護
するための「一時ファイル」を作成します。
　ドライブの保護を開始すると、ドライブへの書き
込みはHD革命 /WinProtector のドライバがそれ
をすべて“横取り”して一時ファイルに書き込みま
す。見た目には何も変化はありませんが、実際に
はHD革命 /WinProtector が管理する一時ファイ
ルとの間で書き込み、読み込みが行われているため、
ドライブの内容は一切変更されません。
　コンピューターを再起動することで一時ファイル
に書き込まれた内容は破棄されますので、変更され
た設定やデータなどを簡単に元の状態に戻すことが
できます。一時ファイルをすべてメモリーに割り当
てれば、書き込まれたデータは完全に消去されます

ので、よりセキュアな環境を構築できます。

　下の図は、HD革命 /WinProtectorにおいて「保
護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定の場合の、
保護中の動作を表したものです。
　保護中は、Windows やアプリケーションから
SSD、ハードディスクへの書き込みが行われても、
HD革命 /WinProtector がフィルターの役目を果
たし、書き込みを制限します。このときにデータを
書き込む場所が一時ファイルとなります。
　元からSSDまたはハードディスク上にあるデータ
はそのまま読み込まれますが、変更されたデータは
一時ファイルから読み込まれることとなります。一時
ファイルの設定する場所はメモリーとハードディスク
が選択でき、その両方を使用することもできます。

HD 革命 /WinProtector の基本機能

保護中の動作

Windows／レジストリ／アプリケーション

ファイルシステム

SSDまたはハードディスクドライブ SSDまたはハードディスクドライブ

デ
ー
タ
の
読
み
込
み

デ
ー
タ
の
書
き
込
み

Windows／レジストリ／アプリケーション

ファイルシステム

HD革命 /WinProtector のドライバ

メモリーまたは別ドライブ上の
一時ファイル

保護されていない状態 保護中

①

②

③

① 通常使用時はドライブ
への書き込みは行われず、
一時ファイルに記憶され
ます。

② ドライブへの変更を適
用するとき、SSD やハ
ードディスクに書き込み
ます。

③Windows 使用中に変更
されたデータを読み込む
場合は一時ファイルから
読み込まれます。

HD革命/WinProtector
が実現した機能

HD 革命 /WinProtector による保護の動作図
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ドライブの保護
　ドライブの保護を行う手順を説明します。

　Ark ランチャーで「コンピューターの保護」→「ド
ライブの保護／保護の解除」を選択します。

　「保護ON」ボタンをクリックして選択した後に
「OK」ボタンをクリックします。

　コンピューターを再起動します。

　保護中は、メインウィンドウの状態で「保護され
ています。」と表示されています。

「ドライブの保護／保護の解除」を選択

「保護 ON」に設定

コンピューターの再起動

ドライブの保護

「設定」画面を表示

　「設定」ボタンをクリックします。

1

3

4

5

2

❶クリック

❷クリック

❸クリック

ARKランチャーについて

Ark ランチャーは、
HD革命 /Win Pro
tector のメイン画
面の起動や、各種ツ
ールを起動するこ
とができます。Ark
ランチャーは「C:\
Program Fi les\
Common Fi les\
ARK Information Systems Share」にインストール
されます。

❹クリック

❻クリック

❺クリック
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　ドライブの保護を解除する手順を説明します。

　Ark ランチャーで「コンピューターの保護」→「ド
ライブの保護／保護の解除」を選択します。

　「保護OFF」ボタンをクリックして選択した後に
「OK」ボタンをクリックします。

　コンピューターを再起動します。

「ドライブの保護／保護の解除」を選択 「保護 OFF」に設定

「設定」画面を表示

コンピューターの再起動

　「設定」ボタンをクリックします。

1 3

4

2

❸クリック

❶クリック

❷クリック

ドライブの保護の解除

❹クリック

❺クリック

❻クリック
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　保護が解除されると、メインウィンドウの状態で
は「保護されていません。」と表示されます。

保護の解除5

　「保護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定の場合、「設定」画面の「表示設定」タブで「解除セレクターを表示する」
のオプションを有効にすると、Windows の起動時に、保護を解除するセレクターが表示されます。
　カウントされている間に「ESC」キーを押すと保護を解除することができます。

　なお、パスワードを設定している場合は保護を解除するためにパスワードを入力する必要があります。ここで入力を３
回間違えると入力が中止され、保護された状態で Windows が起動します。

解除セレクターによる保護の解除
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モニターウィンドウの表示
　「設定」画面を開き、「表示設定」タブの「モニターウィンドウ」のオプション（2-13 ページ）を有効にすると、
保護の状態を表示するモニターウィンドウが表示されます。
　「保護対象」が「ドライブ全体を保護する」設定の場合は、一時ファイルの使用容量も表示されます。保護
状態にてWindows を使用し続けると一時ファイルの使用済み容量（％）が増加し、使用済み容量が 100％
になると強制的にコンピューターが再起動します（一時ファイルについては 2-10 ページ参照）。

　表示されるモニターウィンドウは、大または小サイズの選択ができます。

Point
一時ファイルの使用済み容量の増加について
一時ファイルの使用済み容量は、ドライブに書き込みが行
われることで増加します。そのため、保護している環境で
ドライブの書き込みが通常よりも多く行われると、一時フ
ァイルの使用容量は早く増加することになります。
常駐しているアプリケーションやサービスを停止すること
で、一時ファイルの使用済み容量の増加を抑えることがで
きる場合があります。

クリックすると
元のサイズに戻
ります。

ドライブ全体を保護する場合の表示 個別のファイル、フォルダーを保護する場合

保護の解除状態

保護中

最小化すると小さなウィンドウ
に変わります。
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オプションの設定
　「設定」画面では、保護に関する設定や表示、通知に関する
設定を変更することができます。
　設定の変更は保護を解除した状態で行う必要があります。ま
た、パスワードを設定すると、「設定」画面を表示するにもパ
スワードの入力が必要となります。
　インストールしたエディションによっては機能が制限される
ため、一部表示、選択できないオプションがあります。

❶保護の設定
保護のON、OFFを設定します。設定を切り替えただけでは
反映されません。コンピューターの再起動が必要です。

❷詳細設定
保護を行う対象や除外設定、一時ファイル等の設定を行う「詳
細設定」画面を表示します。

保護設定

❶
❷
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❶ドライブ全体を保護する
保護対象がドライブ単位（パーティショ
ン単位）となります。初期設定では
Windows がインストールされている
ディスクの中で「システムドライブ」が
選択されています。複数のディスクが接
続されている場合、異なるディスクのド
ライブを同時に選択することはできませ
ん。

❶

❷

❷個別のファイル、フォルダーを保護する

保護対象がファイルやフォルダー単位と
なります。
「フォルダー追加」または「ファイル追加」
ボタンをクリックして、保護する任意の
フォルダーまたはファイルを選択します。
また、フォルダー、ファイルには「＊」
や「？」のワイルドカードを指定するこ
ともできます。
「特殊フォルダー追加」ボタンでは、「ユ
ーザー」フォルダー（C:\Users\）の
下にある「ドキュメント（Documents）」
や「ピクチャ（Pictures）」フォルダー
などのユーザー特殊フォルダーを、あら
かじめ用意されたリストの中から選んで
追加することができます。

〈詳細設定──保護対象〉

（「Simple Edition」は対応していません）

保護対象が「個別のファイル、フォルダーを保護する」設定の場合、
保護対象パス（追加するフォルダー）として以下は指定できません。
　C:\Program Files		  C:\Windows
　C:\Program Files (x86)	 C:\Users
　C:\ProgramData
上記パスの下にある個別のフォルダーを指定することはできますが、
Windows のシステムファイルやプログラムフォルダーを対象とす
ると、環境によっては不整合が生じてWindows が起動できなくな
ります。これにより発生する問題については動作保証外となります。
　C:\Program Files\ARK Information Systems Inc
　C:\Users\（ユーザー名）\Documents



2 ｰ 9

❷除外するファイル、フォルダーの選択
①で追加した項目名を選択し、「フォル
ダー追加」、「ファイル追加」ボタンをク
リックして除外する任意のフォルダー、
ファイルを指定します。ここにリストさ
れたフォルダー、ファイルは、保護を解
除しても保護中に書き込まれたデータは
そのまま削除されずに残ることになりま
す。

❶項目の選択
保護中に除外する（保護しない）項目名
にチェックを入れます。除外設定を有効
にする場合、「セキュア」のタブの保護
設定で、「ページファイルを保護する」
と「保護ドライブの空き領域への書き込
みも保護する」にチェックが入ります。
項目名には、標準で「ログファイル」、「デ
スクトップ」、「ドキュメント」が登録さ
れていますが、新たに追加するには、「追
加」をクリックして項目名を入力します。

❶

❷

❸

〈詳細設定──除外対象〉

❸保護しないレジストリキーの設定
①で作成した項目名を選択し、保護しないレジストリキーを追
加します。ここにリストされたレジストリキーは、保護を解除
しても変更された各値は保護中の状態のまま残ります。「レジ
ストリキー追加」をクリックすると右の画面が表示されますの
で、保護しないレジストリキーを選択します。「選択されてい
るレジストリキー名」欄に直接レジストリキーを入力すること
も可能です。

（「Simple Edition」は対応していません）
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❸メモリー上の一時ファイル
メモリー上に作成する「一時ファイル」のサイズを指定します。

「一時ファイル」のサイズを大きくしても、実際に使用できるメモリーが不足している場合、保護を
行うことはできません。サイズを大きくしすぎるとWindows が使用できるメモリー容量が少なく
なりパフォーマンスに影響します。
保護を行うことができないときや動作が遅くなる場合は、サイズを小さくするかハードディスクのみ
を使用するようにしてください。

❶

❷

❸

〈詳細設定──一時ファイル〉

❷ハードディスク上の一時ファイル
ハードディスク上に作成する「一時ファ
イル」の保存先ドライブとサイズを指定
します。

❶一時ファイルの場所
「一時ファイル」とは、保護中にドライ
ブに対して書き込まれたデータそのもの
を一時的に保存するためのものです。こ
こでは、「一時ファイル」を作成する場
所を選択します。「メモリー＋ハードデ
ィスク」が選択された場合は、一時ファ
イルはメモリーから先に消費されます。

Point

Point

「一時ファイル」はクラスターサイズに比例し
て消費量が大きくなります。つまり、同じファ
イルをクラスターサイズが異なるドライブに書
き込んだ場合、4KB よりも 8KB のほうが一
時ファイルの消費量は 2 倍となります。また、
複数のドライブが選択されている場合、一番大
きいクラスターサイズが使用されるため、保護
するドライブに FAT32 と NTFS が混在する
ような環境では、NTFS だけの場合に比べて
一時ファイルの消費量は大きくなります。

「一時ファイル」の使用済み容量が 100％にな
ると、保護が継続できずにコンピューターが強
制的に再起動されてしまいます。頻繁に再起動
が行われるような場合は、「一時ファイル」の
ファイルサイズを大きくしてください。また、
強制再起動により必要なデータを紛失しないよ
うに、データの保存先は保護するドライブ以外
にすることを推奨します。

　「一時ファイル」は、保護対象が「ドライブ全体を保護する」の場合に変更できます。
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❶よりセキュアな保護設定
・マスターブートレコード（MBR）を保

護する
「保護対象」タブで「ドライブ全体を保
護する」を選択したディスクで、マスタ
ーブートレコードを保護するかどうかを
設定します。通常はチェックを入れた状
態で使用してください。

・ページファイルを保護する
ページファイル（pagefile.sys）を保護
するかどうかを設定します。このオプシ
ョンを選択した場合、ページファイルの
使用状況により、オプションを選択しな
いときよりも「一時ファイル」の使用量
が増加することになりますので注意が必
要です。通常はチェックを入れた状態で
使用してください。

・保護ドライブの空き領域への書き込みも
保護する
このオプションが選択された場合、ドラ
イブの空き領域も保護対象となります。
保護中に書き込まれた内容は、空き領域
も含め全て「一時ファイル」に書き込ま
れることになります。よりセキュアには
なりますが、「一時ファイルの使用容量」
はオプションを選択しない場合よりも増
加します。

・システム予約済み領域を保護する
Windows のシステムパーティションで
ある「システムで予約済み」、「回復パー
ティション」、「EFI システムパーティシ
ョン」を保護するかどうかを設定します。
パーティション構成によってはこのよう
な領域を保護できない場合があります。

❶

〈詳細設定──セキュア〉
　「セキュア」は、保護対象が「ドライブ全体を保護する」の場合に変更できます。
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❶アラーム（第一段階）
・使用済み容量が規定値（リミット）に達

したときにアラームで知らせる
「一時ファイル」の使用済み容量が下に
あるスライダーで設定した容量になった
場合に、「アラームの選択」で選択した
方法で警告をします。

❷アラーム（第二段階）
「アラーム（第一段階）」とは別に、「一
時ファイル」が下にあるスライダーで設
定した容量まで使用されたときに、選択
した動作を実行します。

❸アラーム（定量値）
「一時ファイル」が設定した容量だけ使
用されるたびにメッセージを表示します。
例えば、「20%」とした場合、「一時フ
ァイル」の使用済み容量が 20%、40%、
60%、80%となったときにメッセージ
が表示されるようになります。

❶

❷

❸

〈詳細設定──アラーム〉
　「アラーム」は、保護対象が「ドライブ全体を保護する」の場合に変更できます。
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❶タスクトレイ
HD革命 /WinProtector が起動しているときに、タスク
トレイにアイコンを表示するかどうかを設定します。「バ
ルーンで情報を表示する」にチェックが入っている場合は、
保護の開始や解除、「リミット時の設定」タブで設定した
アラーム情報などをバルーンメッセージで表示します。

❷モニターウィンドウの表示設定
「一時ファイル」の使用済み容量と保護の状態を表示するモニターウィンドウの設定を行います。モニ
ターウィンドウは、大小２つのサイズが用意されており、チェックを外すことでモニターウィンドウを
表示しないようにすることもできます。

❸解除セレクター
Windows の起動時に「解除セレクター」を表示するかどうかを設定します。また、解除セレクターに
おけるカウントダウンの秒数も設定することができます。

表示設定

❶

❸

❷
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❶ Windows Update の設定
保護中にWindows Update を行うかどうかを設定します。「詳細」をクリックすると、アップデート
連携に関する設定を行うことができます（2-16 ページ参照）。

❷アンチウィルスソフトウェアの設定
保護中にアンチウィルスソフトウェアの更新処理を行うかどうかを設定します。対象のアンチウィルス
ソフトがインストールされていない場合は選択できません。

❸コマンドの設定
任意のコマンド（例：「.exe」、「.bat」）を実行することができます。「連携前コマンド」は、「Windows 
Update の更新処理を行う」または「アンチウィルスソフトウェアの更新処理を行う」のチェックが
ONになっていなくてもコマンドだけを実行することができますが、「連携後コマンド」はいずれかの
チェックをONにする必要があり、アップデート連携の終了後にコマンドが実行されます。

❹実行するタイミング
アップデート連携を実施するタイミングを指定します。「スケジュールで実行する」が選択されている
場合、下の囲みの中で曜日や間隔など任意のタイミングを設定します。なお、「間隔：」は何週ごとに
実行するか１～ 10の値で指定し、「1」は毎週、「2」は隔週ということになります。

アップデート連携

❶

❸

❺

❹

❻

❷

（「Simple Edition」は対応していません）
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「シャットダウン時に実行する」が選択されている場合、クライアントPCがログオン状態にある時の
み有効となります。「制限時間：」は、アップデート連携を行う時間を制限するもので、指定した時間
が経過するとアップデート連携が途中であっても処理を終了します。シャットダウン時、または任意の
タイミングで実行する場合も「制限時間：」で指定した時間が経過すると処理を終了します（詳細は
2-23 ページを参照）。「NWCクラウド管理下で実行する」は、Standard 版では表示されません。

❺アップデート連携終了後、シャットダウン
アップデート連携終了後にコンピューターをシャットダウンすることができます。アップデート連携中
はコンピューターが何回か再起動し、アップデートが完了するとシャットダウンが行われます。ただし、
「制限時間：」で指定した時間が経過すると、アップデート連携が途中であっても処理を終了し、シャ
ットダウンされます。また、遅延時間を設定すると、アップデート連携時に自動ログオン後すぐに開始
せず指定した時間を待ってからアップデート連携が開始されます。遅延時間は、0～ 10 分の範囲で設
定できます。

❻アップデート連携を実行する管理者（Administrator）アカウントの設定
Windows Update やアンチウィルスソフトによる更新処理を行う際に、Windows に自動ログオンす
るユーザー名とパスワードを入力します。マイクロソフトアカウントでサインインしている場合は、最
初の 5文字（「C:\Users」フォルダー下に表示されるフォルダー名）を入力します。設定するパスワ
ードは、64文字以内（空のパスワードも可）となります。ユーザー名とパスワードを入力する場合は、「ア
カウント確認」をクリックすることで、入力したユーザー名、パスワードが正しいかどうかを確認でき
ます。
なお、Windows Update の更新処理のみ行う場合は、ユーザー名の入力を空にすることができます。
このときの更新処理は、Windows にログオンしない状態で行われます。

ユーザー名を空に設定した場合は、「アップデート連携前実行コマンド」を実行することができません。
また、アンチウィルスソフトの更新処理を同時に選択している場合は、ユーザー名の入力が必要とな
ります。

Point
適用する更新プログラム（Windows Update）によっては、コンピューターの再起動が必要となるものがあります。「ア
ップデート連携」の制限時間内において、更新プログラム（Windows Update）がなくなるまでコンピューターの再起
動が繰り返し行われます。
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WSUS サーバーを使用する場合にチェックを入れ、WSUS サーバ
ーと統計サーバー（通常は WSUS サーバーと同じ）欄にサーバー名
を入力します。

「Windows Update の設定」の「詳細」ボタンをクリックし、アッ
プデート連携に関する詳細な設定を行います。

プロキシサーバーを使用する場合にチェックを入れ、サーバー名とポ
ート番号を入力します。認証付きプロキシの場合には、ユーザー名、
パスワードも入力します。

アップデート連携により適用する更新プログラムの種類を選択します。

アップデート連携によって適用しない更新プログラムを「KB 番号」、
「文字列」から指定します。
「KB 番号」の場合、適用しない更新プログラムの KB 番号の数字部
分のみを入力します。

「文字列」の場合、適用しない更新プログラムの名前に含まれる文字列
を入力します。例えば、「.NET Framework」と入力した場合、この
文字列が含まれている更新プログラムはすべて適用されなくなります。

Windows Update アップデート連携に関する詳細設定

実行するコマンドとコマンドに渡す引数（パラメーター）を指定します。
例：コマンド：D:\Execute\Setup.exe
　　オプション：/silent

このオプションが ON の場合は、指定したコマンドを管理者として
実行します。Windows 上でエクスプローラーを右クリックして「管
理者として実行」を選択した場合と同様の操作となります。

このオプションを ON にすると、「タイムアウト」で指定した時間だ
け次のアップデート連携処理に進まずに待機します。なお、コマンド

が実行中であっても「タイムアウト」で指定した時間が経過した場合は、次のアップデート連携処理が開始されます。0 秒を
指定した場合、タイムアウトは行われません。オプションが OFF の場合は、コマンドの実行とともに次のアップデート連携
処理に進みます。

「アップデート連携前／実行後コマンドの設定」の「設定」ボタンをクリックし、コマンドの設定とオプションスイッチを指
定します。

アップデート連携時にコマンドを実行する場合、「終了するまで待機する」がONでタイムアウト
に 0秒（タイムアウトなし）を設定する場合は、そのコマンドが確実に終了することを確認して
から設定してください。例えば、コマンドに「notepad.exe」を指定して実行した場合、開いた
ウィンドウが閉じられるまでは先に進まなくなります。
なお、コマンドが実行中であってもアップデート連携を行う「制限時間」が指定した時間経過した
場合は、アップデート連携が終了しコンピューターが再起動されます。

コマンドの設定とオプションスイッチの指定
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❶パスワード設定
解除セレクターによる保護の解除や「設定」画面を開くためのパスワードを設定します。パスワードは、
半角英数字と一部の記号が使用可能で 32文字まで設定できます。一度設定したパスワードを削除する
には、「現在のパスワードの入力」にパスワードを入力し、「新しいパスワードの入力」と「新しいパス
ワードの確認入力」を空にして「設定」ボタンをクリックします。
パスワードを忘れてしまうと保護を解除できなくなります。パスワードの解除方法はご案内できません
ので、取り扱いには注意してください。

❷アップデート連携をキャンセルする時にパスワードを要求する
このチェックボックスにチェックが入っていると「アップデート連携」タブ（2-14 ページ）で設定し
たタイミングで開始したアップデート連携を途中でキャンセルする際に、パスワードの入力が必要とな
ります。

パスワード設定

❶

❷
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❶ユーザー名の選択
操作を行うユーザーを選択します。初期状態で、現在その
OSに存在しているユーザー名の一覧が登録されています。
「追加」をクリックすると、新しくユーザー名を登録する
ことができます。ドメインのユーザーを登録する場合は、
「ドメイン名￥ユーザー名」を入力してください。

❷実行可能な操作の選択
①の「ユーザー名」で選択されたユーザーに対して、実行を許可する操作にチェックを入れます。管理
者としてログオンしているユーザーの動作を制限してしまうと、何も操作ができなくなってしまいます
ので、ユーザー名を確認してからチェックをはずすようにしてください。

・設定の変更
「設定」画面を開いて設定を変更することを許可します。パスワードが設定されている場合は、パスワ
ードの入力が必要です。

・タスクトレイからの操作
タスクトレイのアイコンを右クリックしたときに表示されるメニュ
ーからの動作を許可します。この画面で操作不可に設定されたユー
ザーがメイン画面などから操作を行おうとした場合、警告メッセー
ジが表示されます。

ユーザ−設定

❶

❷

Point
ユーザー名には、＊によるワイルドカード指定
ができます。「＊」は 0 文字以上の任意の文字
列を表します。例えば「a ＊ r」と入力した場合、
この画面のユーザー名では、「Administrator」
が該当することになります。「ark」は後ろに「k」
があるため「a ＊ r」の条件には該当しません
ので、指定する文字列に注意してください。

（「Simple Edition」は対応していません）
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❶例外処理の設定
何かしらのエラーによって保護が開始されていない状態となった場合、Windows が起動してユーザー
がログオンした場合に、どのような処理を行うかを設定することができます。これにより、保護が行わ
れないままコンピューターが使用され続けることを抑制することができます。「管理者ユーザー」、「標
準ユーザー」のそれぞれで、「何もしない」、「メッセージ表示のみ」、「再起動」、「ログオフ」、「シャッ
トダウン」の中から動作を選択します。

例外処理

❶
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❶設定ファイル
「設定」の各画面で設定されている内容を、設定ファイル（.ini ファイル）として保存（エクスポートする）
ことができます。また、その設定ファイルを読み込むこと（インポート）で設定を反映できます。複数
台のコンピューターにHD革命 /WinProtector をインストールする場合など、あらかじめマスターと
なるコンピューターにおいてHD革命 /WinProtector の詳細設定を行ってから設定ファイルを出力し、
これを他のコンピューターでのインストール時に適用するということが可能となります。複数台のコン
ピューターを同じ設定で使用する場合に役立つ機能です

設定のインポート／エクスポート

❶

Point
保存場所は、標準で HD 革命 /WinProtector のインストール先が指定されています。インストールフォルダー以外の場
所への出力、ファイル名の変更を行うことも可能です。
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HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、アップデート連携で「Windows Update」を行う設定にしている場合は、
開始時刻になると自動的にコンピューターが再起動してWindows Update が行われます。
アップデート連携中は保護が解除された状態となり、何回かコンピューターの再起動が行われます。

アップデート連携の開始時刻になると次のメッセージが
表示され、コンピューターが再起動します。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

「設定」の「アップデート連携」タブにおいて設定されたユー

一覧に表示された更新プログラムのインストールが終了
するとコンピューターが再起動します。このとき、適用
した更新プログラムがコンピューターの再起動を必要と
する場合は、次回コンピューターの起動時に次のメッ
セージが表示されます。

また、再起動後に更新プログラムがインストールされる
ような場合は、コンピューター起動時に次のメッセージ
が表示されます。この場合、複数回コンピューターが再
起動されることがあります。

Windows Updateの処理が全て完了すると、アップデー
ト連携の設定を元に戻し、コンピューターの起動時に保
護が開始されます。以降は、通常に操作が可能となります。

Windows Update 実行時の動作について

1

2

3

6

7

（「Simple Edition」は対応していません）

再起動後に次のメッセージが表示されます。

自動ログオン後にWindows Update が開始されま
す。この時、次の画面が表示され、Windows Update
（ファイルのダウンロードとインストール）が行われま
す。Windows Update が行われている間はWindows
の操作はできません。キャンセルをクリックすると
Windows Update を途中で止めることもできます。

4

5

Point
「アップデート連携終了後、
シャットダウン」のオプシ
ョンが選択されている場合
は、自動ログオン時に次の
メッセージが表示され、コ
ンピューターをシャットダ
ウンします。「キャンセル」をクリックするとシャッ
トダウンを中止することができます。

Point
適用する更新プログラム
が存在しない場合は、次
のメッセージが表示され、
コンピューターの再起動
が行われます。このとき、
アップデート連携に必要な設定を元に戻しますので、
次回の起動時から保護が行われます。

ザーで自動ログオンし、アップ
デート連携の設定が行われます。
このとき、右のメッセージが表
示され、コンピューターが再起
動します。

「Windows Update の設定」画面（2-14 ページ）
で設定した制限時間が経過すると、更新プログラム
のインストールが全て終わっていない場合でも、途
中でキャンセルされコンピューターを再起動します。
このときは下にあるメッセージが表示されますが、
メッセージは自動的に閉じます。Windows Update
が途中でキャンセルされた場合でも、制限時間内に
インストールされた更新プログラムは有効となりま
すので、同じ更新プログラムが重複してインストー
ルされることはありません。次の開始時刻がきて
Windows Update が開始されると、まだインスト
ールされていない残りの更新プログラムがダウンロ
ード、インストールされます。
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HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、アップデート連携で「アンチウィルスソフトウェアの更新」を行う設定
にしている場合は、開始時刻になると自動的にコンピューターを再起動してプログラムの更新処理を行います。アップデート
連携中は保護が解除された状態となり、何回かコンピューターの再起動が行われます。

アンチウィルスソフトウェアの更新開始時刻になると次
のメッセージが表示され、コンピューターが再起動しま
す。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

「設定」の「アップデート連携」タブにおいて設定され
たユーザーで自動ログオンし、アップデート連携の設定
が行われます。このとき、次のメッセージが表示され、
コンピューターが再起動します。

再起動後に次のメッセージが表示されます。

自動ログオン後にアンチウィルスソフトウェアの更新処
理が開始されます。更新中は次の画面が表示されますが、
処理に時間がかかりますのでそのまましばらくお待ちく
ださい。
なお、アンチウィルスソフトウェアの種類によっては、
操作画面や設定画面、コマンドプロンプトが表示される
ことがありますが、操作は行わないようにしてください。
「終了」をクリックすることで更新処理を止めることも
できます。

更新処理が完了すると次のメッセージが表示され、コン
ピューターが再起動します。このとき、アップデート連
携の設定は元に戻されますので、次回のコンピューター
の起動時から保護が開始します。以降は、通常に操作が
可能となります。

アンチウィルスソフトウェアの更新動作について　　

1

2

3

4

5

6

Point
「設定」の「アップデート連携」タブで、Windows 
Update とアンチウィルスソフトウェアの両方の更新
処理を設定した場合は、最初にアンチウィルスソフト
ウェアの更新が行われ、アンチウィルスソフトウェア
の更新完了後に Windows Update が行われます。

（「Simple Edition」は対応していません）
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「アップデート連携」は、HD革命 /WinProtector で保護を行っている間に、Windows Update 、アンチウィルスソフトウェ
アの自動更新を行う機能です。設定した日時になると、保護を一時解除し、ダウンロード、適用した上で保護を再開します。
「アップデート連携」には、いくつかの制限および注意事項があります。以下に「アップデート連携」を実行するタイミング
の例をあげて、動作を説明します。

間　　隔：金曜日
開始時刻：23：00
制限時間：5 時間

●アップデートが指定した時間内に終了しなかった場合 ●更新プログラムの順序に依存関係がある場合

更新が制限時間（例では５時間）内に完了しなかった場
合、残りの更新は、次の「アップデート連携」が実行さ
れるタイミングで適用されます。
例えば更新プログラムが 10個あり、制限時間内に６個
まで完了した場合、残りの４個は次の「アップデート連
携」のタイミングで適用されます。なお、終了時刻になっ
ても更新が実行中だった場合、その更新は途中でキャン
セルされ次のアップデート連携のタイミングで再度適用
されます。

更新プログラムⒶに依存する更新プログラムⒷが存在す
る（更新プログラムⒶが先に適用されていないと、更新
プログラムBが適用できない）場合、はじめに更新プ
ログラムⒶを適用した後、更新プログラムⒷが適用され
ます。

〈タイミングの設定例〉

アップデート連携について　　

Point
この設定では、毎週金曜日の 23 時になると「アップデート連携」機能により自動
更新が開始します。制限時間（開始から終了までの時間）はユーザーがリストの中
から指定（最大 5 時間）できますが、実行可能なアップデートがすべて適用され
た場合は、制限時間の終了を待たずにコンピューターが再起動し保護を継続します。

アップデートの実行内容

金曜日
23：00

開始時刻
⬇

土曜日
04：00

終了時刻
⬇

制限時間：5時間

金曜日
23：00

開始時刻
⬇

土曜日
04：00

終了時刻
⬇

制限時間：5時間

翌週

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

更新が10個存在し、
そのうち６個が制限時
間内で完了すると…

前回の残り４個を実行します。こ
の時点で最新の更新プログラム
が存在する場合、合わせてそれ
も実行します。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

更新プログラムⒶを適用
後に更新プログラムⒷが
適用されます。

更新プログラムⒶの適用時
に制限時間を超えていた場
合は、翌週にⒷが適用され
ます。
また、この時点で最新の更
新プログラムが存在した場
合は、合わせてそれも適用さ
れます。

（「Simple Edition」は対応していません）
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金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状
態になったタイミング
から終了時刻までの
間、アップデート実行。

開始時刻から終
了時刻までの間、
アップデート実行。

設定した時間範囲外で電源ON、
ログオン状態になってもアップデー
トは実行されません。

電源ＯＮ／ログオン

前回のアップデート連携が行われている場合は、次回の
アップデート連携開始時刻までアップデートは実行され
ません。

アップデート連携が設定されている時間範囲外にアップ
デート連携が開始し、アップデート連携の開始時刻をま
たぐ場合、アップデート開始から制限時間（この例では
5時間）経過するまでアップデートが実行されます。
この場合、実行予定だったアップデート連携はキャンセ
ルされ、次回のアップデート連携開始時刻までアップ
デートは実行されません。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態に
なったタイミングから制限時
間（この例では５時間）、ア
ップデート実行。

開始時刻から終了時
刻までの間、アップデ
ート実行。

電源ＯＮ／ログオン

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

設定した時間外であっても、電
源ＯＮ、ログオン状態になったタ
イミングから制限時間（この例で
は５時間）、アップデート実行。

開始時刻から終了
時刻までの間、ア
ップデート実行。

電源ＯＮ／ログオン

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

前回のアップデート連
携が行われていると…

電源ＯＮ、ログオン状態に
なっても次回のアップデ
ート連携時刻までアップ
デートは実行されません。

電源ＯFF

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態になったタイミングから、
制限時間（この例では５時間）アップデートが実
行。制限時間は延長されない。

電源ＯFF
●「実行するタイミング」（2-14 ページ）で「前回開始されなか

った場合、起動時／ログオン時に開始する」が ON の場合

アップデート連携の開始時刻から制限時間内に、コン
ピューターが起動していなかったなどの理由でアップ
デート連携が行われていないとき、「前回開始されなかっ
た場合は、起動時／ログオン時に開始する」オプション
（2-14 ページ）がONの場合は、コンピューターの電
源がONになったときやログオン時にアップデート連
携を開始します。
※ログオン時に開始される場合は、通常のアップデート
連携時と同様に「アップデート連携の開始時刻になり
ました。」のダイアログが表示され、コンピューター
が再起動します）。

●「実行するタイミング」（2-14 ページ）で「前回開始さ
れなかった場合は、起動時／ログオン時に開始する」が
OFF の場合

アップデートの実行には、「実行するタイミング」で設
定した制限時間内で、コンピューターの電源がON、か
つ、ログオン状態である必要があります。
制限時間内にログオンされていない場合は、アップデー
トは実行されません。アップデートが実行されるのは、
終了時刻までの間のみとなります。

Point
オプション設定直後のアップデート連携について

「前回開始されなかった場合は、起動時／ログオン時
に開始する」オプションを ON にして「OK」を押し、

「設定」画面を閉じたのが 4:00 以降とすると、次の
アップデート連携実行タイミング ( 次の 23:00) まで
の間は、時間範囲外でもアップデート連携は開始され
ません。
次の実行タイミングの終了時刻（次の 4:00）以降は、
時間外でもアップデート連携を開始する対象となりま
す。

金曜日
23：00

土曜日
04：00

金曜日
23：00

土曜日
04：00

翌週

電源ＯＮ、ログオン状態に
なっても、アップデートは実
行されません。

設定後、「設定」画面を閉じた時刻
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便利ツール

ここでは、HD 革命 /WinProtector をより便利にご利用い
ただくための各種ツールについて説明しています。
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❶クリック

設定の変更

　Arkランチャーで「便利ツール」→「ComfortDisk」
を選択します。

　各機能を有効にするか無効にするかを、ON／
OFFにより設定します。変更後はコンピューター
の再起動が必要です。

ComfortDisk

21 「ComfortDisk」を選択

　Windows には、パフォーマンスを向上させるために環境を最適化する機能があります。しかし、この機能
が動作するとハードディスクへの書き込みが発生し、HD革命 /WinProtector の一時ファイルを増加させる
原因となります。
　「ComfortDisk」は、Windows に付属している最適化機能のうち、ハードディスクやSSDへの書き込み
を行う機能の設定を変更するツールです。

❸各設定を変更

各機能をOFFにするとハードディスク、SSD
への書き込みは減少しますが、Windows の
パフォーマンスは低下します。

❹クリック

自動デフラグ：Windows は、何も操作がされていない状態（アイドル状態）のときに自動的にデフラグを実行しています。こ
の自動デフラグの設定を変更します。

インデックスサービス：Windows は、ファイルやフォルダーのインデックスを作成し、このインデックスを参照することで
高速な検索を可能としています。このインデックスを作成する機能の設定を変更します。

スーパーフェッチ：頻繁に使用するファイルやアプリケーションを解析し、あらかじめメモリーにロードしてパフォーマンス
を向上させる機能で、スーパーフェッチ（SuperFetch）といいます。

Trim 機能：SSD の性能低下を抑制するために OS から SSD に対して行われる機能です。この Trim コマンドの設定を変更します。
Windows Update 自動更新：Windows の自動更新機能について下のメニューから選択することで設定を変更できます。
OS 起動時のチェックディスク：エラーが生じた場合など、Windows の起動時にチェックディスクが行われることがありますが、

この機能を有効にするかどうかを設定します。

❷クリック
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ドライブ情報の取得

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドライブ
情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得

1 2

❶クリック

❸情報を表示させたいディスクを選択

❷クリック

「ドライブ情報の取得」を選択

　コンピューターに接続されているハードディスクに関する情報を取得し、表示することができます。

この画面の「ツール」メニューには
Windows やパーティション情報を変更
する機能がありますが、誤った操作を行
うとWindows を起動できなくなります。
Windows やパーティションの状態に問題が
ないときには使用しないでください。

ドライブ情報を HTML ファイルに
書き出すときにクリック



3 ｰ 4

コンピューター情報の取得

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コンピュ
ーター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得

2

❸各タブをクリックして、コンピュータ
ーの情報やインストールされているア
プリケーションなどの情報を表示

❹表示中のウィンドウの
スクリーンショットを
とるときにクリック

❺コンピューター情報を
テキストファイルとし
て書き出すときクリッ
ク

1 「コンピューター情報の取得」を選択

「コンピューターの情報」タブ 「アプリケーション」タブ

　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック
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「革命シリーズ」タブ

「スタートメニュー」タブ 「ツール」タブ

「サービス／ドライバ」タブ

Point
「スタートメニュー」タブでチェックしたメニューを
Windows のデスクトップに作成することができます。

「ツール」タブで「ディスクの管理」「タスクスケジューラ」
ほかの Windows の機能を呼び出すことができます。
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